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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｃ
ｒ
ｙ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ
 

Ａ
ｄ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
９
０
３
Ｃ

【
作
者
名
】

　
り
す
君

【
あ
ら
す
じ
】

　
周
り
は
濃
い
キ
ャ
ラ
ば
っ
か
り
な
の
に
、
何
故
か
日
常
に
対
し
て
物
足
り
な

さ
を
感
じ
て
い
る
主
人
公
、
麻
間
。
彼
が
今
、
欲
し
て
い
る
の
は
「
非
日
常
の

世
界
」
。
そ
ん
な
願
い
が
ま
さ
か
叶
う
と
は
、
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
麻
間
。

が
、
彼
が
見
た
非
日
常
は
、
思
っ
て
い
た
ビ
ジ
ョ
ン
（
想
像
）
と
、
か
な
り
の

食
い
違
い
が
あ
っ
た
。
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１
：
始
ま
り
（
前
書
き
）

冒
険
物
の
小
説
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
改
行
抜
け
、
誤
字
脱
字
、
句
読

点
忘
れ
が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
部
分
は
予
測
し
て
お
読
み
下
さ
い
。
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１
：
始
ま
り

日
々
の
生
活
に
疲
れ
た
り
す
る
と
、
時
々
こ
う
思
う
。

「
非
日
常
を
過
ご
し
て
み
た
い
。
」

ま
さ
か
、
本
当
に
そ
の
体
験
が
い
き
な
り
出
来
る
と
は
こ
の
俺
で
も
思
わ
な
か

っ
た
…
。

？
？
？
：

「
…
…
…
き
ろ
！
！
お
き
…
…
…
ぞ
う
！
！
」

誰
か
が
叫
ん
で
い
る
。

（
バ
シ
ッ
！
）

？
？
？
：

「
痛
っ
！
！
」

？
？
？
：

「
起
き
ろ
、
小
僧
！
！
」

？
？
？
の
心
の
声
：

「
お
、
お
袋
か
よ
…
。
」

？
？
？
：

「
今
日
か
ら
新
学
期
で
し
ょ
っ
！
初
日
か
ら
遅
刻
し
た
ら
タ
ダ
じ
ゃ
お
か
ね
ぇ

ぞ
！
！
」

？
？
？
：

「
ひ
ぃ
ー
？
！
」
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（
バ
タ
ン
ッ
！
）

？
？
？
：

「
行
っ
て
き
ま
ー
す
！
！
」

ふ
ぅ
…
生
殺
し
さ
れ
る
所
だ
っ
た
。

あ
っ
、
自
己
紹
介
が
ま
だ
だ
っ
た
。
俺
は
、
麻
間
　
峻
弥
。
高
３
で
あ
る
が
…

あ
さ
ま

た
か
や

自
覚
が
な
い
。

さ
っ
き
俺
を
生
殺
し
し
よ
う
と
し
て
た
の
は
、
俺
の
母
親
で
あ
る
麻
間
　
元
子
。

あ
さ
ま

も
と
こ

通
称
、
殺
し
屋
元
子
。
体
格
が
男
性
プ
ロ
レ
ス
選
手
並
み
？
い
や
、
そ
れ
以
上

げ
ん
こ

だ
な
。
専
業
主
婦
の
筈
だ
が
何
故
か
筋
骨
隆
々
で
、
彼
女
が
本
気
で
繰
り
出
し

た
拳
は
、
岩
石
や
鉄
筋
ま
で
破
壊
す
る
程
。
あ
ん
な
の
喰
ら
っ
た
ら
、
真
人
間

は
地
の
果
て
ま
で
吹
っ
飛
ば
さ
れ
る
。

俺
の
親
父
で
あ
る
麻
間
　
信
彦
な
ん
か
、
会
社
が
終
わ
る
と
真
っ
直
ぐ
家
に
帰

あ
さ
ま

の
ぶ
ひ
こ

っ
て
く
る
し
。
入
社
後
に
一
度
も
同
僚
と
酒
を
酌
み
交
し
た
事
が
無
い
ら
し
い
。

俺
は
、
こ
ん
な
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
な
両
親
を
持
ち
な
が
ら
も
、
何
故
か
こ
の
日
常

に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
た
。

（
キ
ー
ン
コ
ー
ン
…
）

麻
間
：

「
は
ぁ
…
、
ま
た
遅
刻
だ
。
あ
の
人
に
、
ま
た
三
途
の
川
を
見
せ
ら
れ
る
よ
…
。

」俺
は
グ
ロ
ッ
キ
ー
に
な
り
な
が
ら
、
教
室
へ
向
か
っ
た
。

（
ガ
ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
…
）

麻
間
：

「
遅
く
な
り
ま
し
た
ぁ
…
っ
？
！
」
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（
ヒ
ュ
ン
ッ
）

麻
間
：

「
ひ
ぃ
っ
？
！
」

（
バ
キ
ッ
…
ボ
ロ
ボ
ロ
…
）

目
の
前
に
猛
ス
ピ
ー
ド
で
、
チ
ョ
ー
ク
が
飛
ん
で
き
た
。
何
と
か
反
射
神
経
が

発
揮
さ
れ
避
け
た
が
、
あ
ん
な
の
を
喰
ら
っ
た
ら
あ
る
意
味
痛
い
だ
ろ
う
。
こ

ん
な
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
飛
ば
し
て
く
る
の
は
、
あ
の
人
し
か
い
な
い
。

？
？
？
：

「
は
ぁ
…
ま
た
で
す
か
、
麻
間
君
？
」

麻
間
：

「
…
委
員
長
、
す
い
ま
せ
ん
。
」

チ
ョ
ー
ク
を
飛
ば
し
て
き
た
の
は
、
俺
の
ク
ラ
ス
の
委
員
長
で
あ
る
条
王
院
 

菜
々
佳
。
通
称
、
恐
怖
の
女
王
。
成
績
優
秀
、
容
姿
ロ
リ
、
規
律
厳
守
で
俺
の

じ
ょ
う
お
う
い
ん
 

な
な
か

ク
ラ
ス
の
委
員
長
を
任
さ
れ
て
い
る
女
子
。
無
遅
刻
、
無
欠
席
、
無
早
退
の
彼

女
は
、
学
校
な
ど
の
規
律
を
破
っ
た
者
に
は
容
赦
し
な
い
恐
ろ
し
い
人
物
で
あ

る
。
顔
が
電
脳
街
で
喜
ば
れ
る
ロ
リ
顔
な
ん
だ
か
ら
、
性
格
が
優
し
け
れ
ば
さ

ぞ
か
し
モ
テ
る
だ
ろ
う
に
…
。

条
王
院
：

「
何
か
言
い
ま
し
た
？
」

麻
間
：

「
い
え
、
何
も
…
。
」

麻
間
の
心
の
声
：

「
コ
イ
ツ
…
読
心
術
で
も
会
得
し
て
る
の
か
よ
！
」
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朝
か
ら
大
変
な
目
に
あ
っ
た
。

今
日
の
全
て
の
授
業
が
終
わ
る
と
、
俺
は
一
目
散
に
教
室
を
抜
け
出
し
た
。
理

由
は
、
今
月
の
掃
除
当
番
に
俺
が
振
り
込
ま
れ
て
い
て
、
面
倒
臭
さ
か
ら
逃
げ

出
そ
う
と
し
た
の
だ
。
し
か
し
…
、
神
様
も
性
格
が
悪
い
な
ぁ
。

条
王
院
：

「
あ
れ
、
麻
間
君
。
ど
こ
へ
行
く
の
で
す
か
？
」

後
ろ
か
ら
委
員
長
の
声
が
聴
こ
え
た
と
同
時
に
、
委
員
長
に
服
従
し
て
い
る
男

子
数
人
が
周
り
を
囲
み
、
服
を
掴
ん
で
、
結
局
俺
は
教
室
に
連
れ
戻
さ
れ
た
。

麻
間
：

「
う
わ
っ
！
！
」

条
王
院
：

「
…
麻
間
君
、
良
い
度
胸
を
し
て
ま
す
ね
？
」

委
員
長
の
顔
は
、
明
ら
か
に
怒
り
を
堪
え
て
い
る
。
ま
る
で
、
噴
火
直
前
の
活

火
山
の
よ
う
だ
…
。

麻
間
：

「
す
い
ま
せ
ん
！
す
い
ま
せ
ん
！
」

明
ら
か
に
、
見
透
か
さ
れ
る
平
謝
り
。
だ
が
、
こ
れ
が
思
わ
ぬ
方
向
に
進
む
と

は
…
。

条
王
院
：

「
…
解
り
ま
し
た
。
今
日
の
サ
ボ
り
は
、
菜
々
佳
が
見
な
か
っ
た
事
に
し
ま
す
。

」麻
間
：
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「
…
へ
っ
？
」

何
と
、
今
日
は
委
員
長
に
何
故
か
俺
は
許
し
て
貰
え
た
の
だ
。
あ
ま
り
の
驚
き

に
、
拍
子
抜
け
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
、
何
故
か
委
員
長
の
顔
が
紅
潮
し
て

い
る
。
怒
り
の
あ
ま
り
に
そ
う
な
っ
た
の
か
？
そ
れ
と
も
、
熱
で
も
あ
る
の
か
？

条
王
院
：

「
し
…
失
礼
。
」

そ
う
言
う
と
、
委
員
長
は
そ
そ
く
さ
と
教
室
か
ら
出
て
い
っ
た
。

麻
間
の
心
の
声
：

「
…
何
な
ん
だ
？
」

下
校
途
中
、
俺
は
い
つ
も
の
ル
ー
ト
で
帰
ろ
う
と
し
た
が
思
わ
ぬ
展
開
（
た
だ

の
道
路
工
事
）
に
よ
り
、
遠
回
り
の
ル
ー
ト
で
あ
る
電
車
の
高
架
下
を
歩
い
て

い
た
。

周
り
は
、
水
田
や
果
樹
園
な
ど
し
か
な
く
、
高
架
下
と
い
う
場
所
の
影
響
で
少

々
薄
暗
い
。

麻
間
の
心
の
声
：

「
は
ぁ
…
疲
れ
た
。
帰
っ
て
、
ゲ
ー
ム
で
も
す
っ
か
な
。
」

下
校
時
刻
は
、
丁
度
ス
ー
パ
ー
の
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
、
あ
の
鬼
畜
バ
バ

ア
（
元
子
）
は
飛
び
付
い
て
行
っ
て
い
る
は
ず
。
あ
の
人
が
買
い
物
に
行
っ
た

ら
、
夜
ま
で
帰
っ
て
来
な
い
。
な
の
で
、
悠
々
と
ゲ
ー
ム
す
る
事
が
出
来
る
。

ま
さ
に
、
鬼
の
居
ぬ
間
に
洗
濯
で
あ
る
。

麻
間
の
心
の
声
：

「
あ
ー
、
か
っ
た
る
い
な
ぁ
。
」
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そ
う
思
い
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
前
方
に
う
っ
す
ら
と
人
影
が
見
え
た
。
見

え
た
と
思
っ
た
瞬
間
、
人
影
か
ら
眩
い
光
が
放
た
れ
た
。

ま
ば
ゆ

麻
間
の
心
の
声
：

「
な
、
何
だ
？
」

不
思
議
に
思
い
、
近
付
い
て
み
る
と
…
。

麻
間
：

「
っ
？
！
…
う
、
嘘
だ
ろ
？
」

何
と
、
人
影
の
向
こ
う
に
見
た
事
も
な
い
奇
妙
な
生
命
体
が
い
た
の
で
あ
る
。
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２
：
守
護
神

さ
っ
き
か
ら
、
俺
の
足
は
竦
ん
で
い
た
。
 

何
故
な
ら
、
俺
の
目
の
前
に
は
一

す
く

人
の
人
間
と
、
奇
妙
な
物
体
が
交
戦
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。

？
？
？
：

「
チ
ャ
ー
ジ
！
！
」

い
き
な
り
人
間
の
方
が
叫
び
、
手
に
持
っ
て
い
る
棒
み
た
い
な
物
を
天
高
く
上

げ
た
。
 

し
ば
ら
く
す
る
と
、
そ
の
棒
に
バ
チ
バ
チ
と
い
う
け
た
た
ま
し
い
音

と
共
に
、
青
白
い
屈
折
光
が
集
ま
っ
て
き
た
。

？
？
？
：

「
フ
ハ
ハ
…
そ
ん
な
攻
撃
、
無
駄
だ
と
言
っ
た
は
ず
だ
！
！
 

マ
ッ
ド
シ
ー
ル

ド
！
！
」

麻
間
の
心
の
声
：

「
し
ゃ
、
し
ゃ
べ
り
や
が
っ
た
！
？
 

あ
の
奇
妙
な
物
体
！
！
」

（
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ッ
！
！
）

奇
妙
な
物
体
が
叫
ぶ
と
、
そ
い
つ
の
目
の
前
に
地
面
か
ら
泥
が
上
へ
上
へ
と
上

が
っ
て
い
き
、
や
が
て
集
ま
っ
て
大
き
な
泥
壁
に
な
っ
た
。

？
？
？

「
ボ
ル
テ
ッ
ク
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
！
！
」

（
ジ
バ
バ
バ
バ
バ
ッ
！
！
）

あ
の
棒
に
集
ま
っ
た
青
白
い
屈
折
光
が
、
瞬
く
間
に
相
手
の
方
向
へ
差
し
て
い
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っ
た
。
 

し
か
し
、
そ
の
攻
撃
は
ア
イ
ツ
の
泥
壁
に
遮
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
時
、
一
瞬
だ
け
太
陽
光
が
二
つ
の
間
に
差
し
た
。
 

そ
し
て
、
俺
は
よ
う

や
く
…
あ
の
奇
妙
な
物
体
の
詳
細
を
知
る
事
が
出
来
た
。

麻
間
の
心
の
声
：

「
な
…
何
な
ん
だ
、
あ
の
怪
獣
？
」

体
は
黄
土
色
で
、
四
つ
ん
這
い
に
な
っ
て
い
る
。
 

更
に
、
と
て
も
長
い
舌
を

ば

出
し
て
口
の
周
り
を
舐
め
回
し
て
い
る
。
 

動
物
で
表
す
な
ら
、
カ
メ
レ
オ
ン

と
大
ト
カ
ゲ
が
合
体
し
た
奴
…
。

？
？
？
：

「
マ
ッ
ド
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
！
！
 

何
故
、
現
実
世
界
ま
で
現
れ
た
の
よ
！
？
」

ど
う
や
ら
対
立
し
て
い
る
の
は
、
女
と
マ
ッ
ド
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
と
か
言
う
怪
物

ら
し
い
。

マ
ッ
ド
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
：

「
フ
ッ
…
。
 

ド
ゥ
ー
ム
デ
ィ
ザ
ス
タ
ー
様
が
ど
う
し
て
も
、
テ
メ
ェ
が
所
持

し
て
る
“
ア
レ
”
を
欲
し
が
っ
て
い
る
よ
う
で
ね
。
」

麻
間
の
心
の
声
：

「
ド
ゥ
ー
ム
…
デ
ィ
ザ
ス
タ
ー
？
」

？
？
？
：

「
ふ
ざ
け
な
い
で
！
！
 

あ
な
た
達
に
あ
げ
る
訳
に
は
い
か
な
い
わ
！
！
」

マ
ッ
ド
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
：

「
ふ
ざ
け
て
な
ん
か
い
ね
ぇ
よ
。
 

貴
様
み
た
い
な
小
娘
が
持
て
る
代
物
じ
ゃ

ね
ぇ
ん
だ
よ
…
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
リ
ス
タ
ル
は
よ
！
！
」

？
？
？
：

「
絶
対
に
…
絶
対
に
渡
し
て
た
ま
る
も
ん
か
！
！
 

ア
ク
ア
ブ
リ
ザ
ー
ド
！
！
」
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女
が
そ
う
叫
ぶ
と
、
マ
ッ
ド
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
の
上
に
、
大
き
く
て
厚
い
、
ど
す

黒
い
雲
が
現
れ
、
針
千
本
の
よ
う
に
容
赦
な
く
マ
ッ
ド
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
に
降
り

注
い
だ
。

マ
ッ
ド
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
：

「
だ
か
ら
、
無
駄
だ
と
言
っ
た
だ
ろ
！
！
 

ア
イ
ア
ン
ウ
ォ
ー
ル
！
！
」

マ
ッ
ド
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
が
叫
ぶ
と
、
今
度
は
鉄
の
壁
が
出
て
き
て
女
の
攻
撃
を

防
い
だ
。

？
？
？
：

「
く
っ
！
！
」

マ
ッ
ド
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
：

「
フ
ハ
ハ
ハ
ッ
！
！
 

無
駄
な
攻
撃
ば
っ
か
し
や
が
っ
て
。
 

だ
が
、
俺
は
防

御
だ
け
が
専
門
じ
ゃ
ね
ぇ
ん
だ
よ
！
！
」

？
？
？
：

「
っ
？
！
」

マ
ッ
ド
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
：

「
死
ね
ぇ
ー
、
小
娘
！
！
 

マ
ッ
ド
カ
ウ
ン
タ
ー
！
！
」

マ
ッ
ド
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
の
体
が
赤
く
染
ま
り
、
女
に
超
高
速
で
突
進
し
て
い
っ

た
。

？
？
？

「
っ
？
！
 

ぷ
、
プ
リ
ズ
ム
ガ
ー
ド
っ
！
！
」

麻
間
：

「
あ
っ
、
危
な
い
っ
！
！
」

俺
は
大
声
で
叫
ん
だ
が
…
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

俺
の
目
の
前
で
女
は
マ
ッ
ド
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
に
追
突
さ
れ
て
吹
き
飛
び
、
高
架
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橋
の
支
柱
に
ぶ
つ
か
り
中
に
食
い
込
ん
だ
。
 

そ
の
時
、
女
の
頭
に
被
さ
っ
て

い
た
フ
ー
ド
が
外
れ
、
顔
が
見
え
た
。

そ
の
顔
を
見
て
瞬
間
、
俺
は
フ
リ
ー
ズ
し
た
。

麻
間
：

「
…
い
っ
…
委
員
長
？
！
」

そ
の
女
は
紛
れ
も
な
く
、
い
つ
も
俺
を
疎
ま
し
く
思
っ
て
い
る
ク
ラ
ス
の
委
員

長
…
条
王
院
 

菜
々
佳
だ
っ
た
の
だ
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Crystal Adventure

2010年10月10日00時31分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n9903c/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
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